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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
、
筋
力
を
維

持
で
き
る
か
ら
だ
に
な
る
と
、
基
礎
代

謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
太
り
に
く
い

か
ら
だ
に
な
り
、
血
糖
値
を
下
げ
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。
か
ら
だ
が
軽
く
な
れ

ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
習
慣
化
し
運
動

不
足
が
解
消
し
ま
す
。 

　
ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
の
会
話
や
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
さ
ら
に
楽
し
く
さ
せ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
町
で
は
第
三
回
や
さ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
十
月
十
一
日

（
土
）
に
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
世
界
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。 

　
大
会
の
開
催
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

 

目
的 

　
歩
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
然
に
親
し

み
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
や
さ
と
」
の
よ
さ

を
再
発
見
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
や

老
化
を
防
い
で
健
康
の
増
進
を
は
か
り

ま
す
。 

          

主
催 

　
八
郷
町
・
八
郷
町
国
民
健
康
保
険 

協
賛 

　
郵
便
局 

期
日 

　
平
成
十
五
年
十
月
十
一
日
（
土
） 

　
《
雨
天
時
の
予
備
日 

　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
二
日（
日
）》 

集
合
場
所 

　
八
郷
町
立
中
央
公
民
館 

受
付
時
間 

　
午
前
九
時
〜
午
前
九
時
三
十
分 

血
糖
値
検
査
は
、
午
前
八
時
三
十
分
〜 

 

コ
ー
ス 

 

　
八
郷
町
立
中
央
公
民
館
↓
丸
山
古
墳

↓
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
↓
県
畜

産
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
八
キ
ロ 

 

　
八
郷
町
立
中
央
公
民
館
↓
恋
瀬
川
サ

イ
ク
リ
ン
グ
道
路
↓
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
六
キ
ロ 

※
到
着
次
第
昼
食
（
と
ん
汁
と
お
に
ぎ 

    

り
を
主
催
者
で
用
意
）
、
終
了
後
バ
ス

で
八
郷
町
立
中
央
公
民
館
ま
で
移
動
し

ま
す
。 

開
会
式 

　
午
前
九
時
四
十
五
分 

ス
タ
ー
ト
時
間 

　
午
前
十
時 

参
加
資
格 

　
小
学
生
以
上
（
た
だ
し
小
学
生
は
保

護
者
の
同
時
参
加
） 

参
加
費 

　
一
人
当
た
り
三
百
円 

申
込
期
間 

　
九
月
一
日
（
月
）〜
二
十
五
日
（
木
） 

申
込
方
法 

　
役
場
国
保
医
療
課
、
園
部
・
恋
瀬
出

張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
町
内
各
郵
便

局
に
申
込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

血
糖
値
検
査 

　
ス
タ
ー
ト
前
と
ゴ
ー
ル
後
に
検
査
し

て
血
糖
値
の
変
化
を
見
ま
す
。
検
査
は

時
間
の
範
囲
内
で
先
着
順
（
希
望
者
）

で
す
。 

そ
の
他 

　
大
会
当
日
、
雨
天
に
て
中
止
の
場
合

は
午
前
六
時
五
十
分
の
町
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期
の
放
送
を

行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
申
込
期
間
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル 

    

者
へ
の
参
加
費
の
払
い
戻
し
は
い
た
し

ま
せ
ん
。 

  

⑵

こ
く
ほ 

第
三
回
や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
大
会 

第
三
回
や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

か
ら
だ
に
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
成
人
病
の
原
因
と
い
わ
れ
る
肥
満
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
り
、
骨
粗 

鬆
症
の
予
防
や
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
腰
や
ひ
ざ
・
心
臓
に
か
か
る
負
担
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
誰
で
も
、
い
つ 

で
も
で
き
る
最
適
な
運
動
と
い
え
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

10月11日（土）開催 

問い合わせ先 
役場１階 
国保医療課 
内線　1121

ら
く
ら
く
コ
ー
ス 

た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス 

開  催  順  序 

受付 
開式 
開会宣言 
大会長あいさつ 
来賓あいさつ 
注意事項 
ラジオ体操 
スタート時間 

順　　序 備　　　考時　  間 
9：00～9：30 
9：45 
 
 
 
 
 

10：00

血糖値検査8：30～ 
 
 
町長 
議会議長、国保運協会長 
 
 
 
 
 

昨年のウォーキング大会 昨年のウォーキング大会 



          

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、
み

な
さ
ん
が
払
っ
て
い
る
お
金
は
、
実
は

か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
だ
け
で
、
大

部
分
は
み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
も
し
医

療
保
険
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
よ
う
に

安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
は
か
か
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
も
、
国
民
健

康
保
険
は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
人
に
も
医
療
を
保
障

す
る
大
切
な
制
度
で
す
。 

  

　
国
民
健
康
保
険
は
、
町
が
運
営
し
、

収
入
は
主
に
み
な
さ
ん
か
ら
支
払
わ
れ

る
保
険
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
で
す
。
支
出
の
大
半
は
医
療
費
の
た

め
、
削
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

  

　
医
療
費
は
、
年
々
増
加
し
国
民
健
康

保
険
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
町
で
は
、
平
成
十
五
年
度
分
の

保
険
税
率
を
や
む
お
え
ず
改
正
し
ま
し

た
。
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

            

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正 

●
医
療
保
険
分 

　
所
得
割
額
が
、
七
・
五
％
か

ら
八
・
〇
％
に
、
資
産
割
額
が

三
十
六
％
か
ら
四
十
％
に
な
り

ま
す
。
被
保
険
者
均
等
割
額
を

一
万
三
千
円
か
ら
一
万
八
千
円

に
、
世
帯
平
等
割
額
を
一
万
五

千
円
か
ら
二
万
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。 

●
介
護
保
険
分 

　
所
得
割
額
が
、
〇
・
八
％
か

ら
一
・
〇
％
に
、
資
産
割
額

は
、
七
・
五
％
か
ら
八
・
〇
％

に
、
均
等
割
額
は
五
千
二
百
円

か
ら
六
千
円
に
、
平
等
割
額
を

三
千
二
百
円
か
ら
四
千
円
に
そ

れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　 

    

  

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
減
額
制
度 

　
所
得
が
三
十
三
万
円
以
下
の
場
合

は
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額
そ
れ
ぞ
れ

六
割
の
減
額
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
で
、

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
十
四
万
五
千

円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合

は
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額
は
そ
れ
ぞ

れ
四
割
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 

▼
医
療
保
険
分 

○
六
割
減
額
の
場
合 

均
等
割
額
が
一
万
八
百
円
、
平
等
割
額

が
一
万
二
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 

○
四
割
減
額
の
場
合 

均
等
割
額
が
七
千
二
百
円
、
平
等
割
額

が
八
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 

▼
介
護
保
険
分 

 

○
六
割
減
額
の
場
合 

均
等
割
額
が
三
千
六
百
円
、
平
等
割
額

が
二
千
四
百
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 

○
四
割
減
額
の
場
合 

均
等
割
額
が
二
千
四
百
円
、
平
等
割
額

が
千
六
百
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 

  

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
年
度
内
を
六

期
に
分
け
て
徴
収
し
て
い
ま
す
。
一
期

分
（
四
月
徴
収
）
と
二
期
分
（
六
月
徴

収
）
は
、
暫
定
の
額
で
徴
収
い
た
し
ま

し
た
が
、
三
期
分
（
八
月
徴
収
）
か
ら

は
国
保
税
率
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
改
正
後
の
額
で
徴
収
い
た
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⑶

こ
く
ほ 

保
険
税
は
国
保
と
介
護
保
険
を
支
え
て
い
ま
す 

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
お
医
者
さ
ん
で
は
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け 

で
す
み
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
残
り
は
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
加
入
者
が 

納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
医
療
費
の
支
払
い
に
あ
て
て
い
る
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん 

の
健
康
生
活
を
守
る
保
険
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平成15年度 

問い合わせ先 
役場１階 
国保医療課 
内線　1121

区　分 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

 

7.5％ 

36.0％ 

13,000円 

15,000円 

 

8.0％ 

40.0％ 

18,000円 

20,000円 

0.8％ 

7.5％ 

5,200円 

3,200円 

 

1.0％ 

8.0％ 

6,000円 

4,000円 

改正前 改正後 改正前 改正後 

医療保険分 介護保険分 



　
八
郷
町
農
業
委
員
会
一
般
選
挙
が
七

月
六
日
に
行
わ
れ
、
選
挙
区
選
出
委
員

十
六
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
投
票
は
、
定
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
第

二
選
挙
区
（
小
幡
地
区
）
と
第
五
選
挙

区
（
瓦
会
地
区
）
の
二
つ
の
選
挙
区
で

行
わ
れ
、
残
り
の
六
つ
の
選
挙
区
は
無

投
票
で
当
選
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。 

　
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員

十
六
名
と
推
薦
に
よ
る
委
員
三
名
の
十

九
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
推
薦

に
よ
る
委
員
は
、
町
議
会
推
薦
に
よ
り

川
又
紀
征
氏
が
、
農
協
推
薦
に
よ
り
嶋

田
茂
氏
が
、
共
済
組
合
推
薦
に
よ
り
島

田
久
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し

た
。 

　
第
二
選
挙
区
と
第
五
選
挙
区
の
開
票

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

第
二
選
挙
区
（
小
幡
地
区
）【
敬
称
略
】 

当
日
の
有
権
者
　
　
　 

　
七
九
七
名

投
票
率
　
　
　
　 

　
七
八
・
八
〇
％ 

　
当
　
渡
邉
　
操 

　  

　 

二
二
一
票 

　
当
　
ひ
き
　
ま
さ
お
　 

二
〇
二
票 

　
次
　
鬼
澤
　
健
次
郎 

　
二
〇
〇
票 

有
効
投
票
　
　
　
　
　
　 

六
二
三
票

無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
票 

第
五
選
挙
区
（
瓦
会
地
区
）【
敬
称
略
】 

当
日
の
有
権
者
　
　
　
　 

七
二
四
名

投
票
率
　
　
　
　
　 

九
四
・
三
四
％ 

　
当
　
こ
ま
つ
　
よ
へ
い 

二
四
〇
票 

　
当
　
桜
井
　
き
み
ひ
ろ 

二
三
八
票 

　
次
　
お
か
の
　
一
男
　 

二
〇
一
票 

有
効
投
票
　
　
　
　
　
　 

六
七
九
票

無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
　
　 

四
票 

　
七
月
二
十
二
日
に
改
選
後
初
め
て
の

農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に

は
前
沢
榮
一
氏
が
、
会
長
代
理
に
は
苅

部
正
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し

た
。 

⑷

農業委員会は、農業及び農家を代表する機関です。 

農業の生産手段である農地を守ります。 

町の農業振興や、農業の担い手の育成をします。 

●問い合わせ先　役場2階農業委員会事務局　内線1251

会長に前沢榮一氏、 
会長代理に苅部正氏を選出 

新
農
業
委
員
紹
介 

 

（
七
月
二
十
二
日
現
在
） 

 

【
敬
称
略
】 

 

比 企 正 男 
加生野 
50歳・2期 

苅 部 　 正  
柿岡 
62歳・3期 

加 藤 勝 一  
片野 
73歳・2期 

櫻 井 一 夫  
下林 
61歳・1期 

櫻 井 仁 博  
小塙 
65歳・3期 

小 松 興 平  
瓦谷 
51歳・1期 

前 沢 榮 一 
大塚 
63歳・6期 

谷 仲 　 洸 
太田 
63歳・1期 

小 河 原 正 義 
小屋 
62歳・3期 

中 島 良 衛 
小倉 
68歳・2期 

渡 邉 　 操 
小幡 
72歳・4期 

島 田 久 雄  
共済推薦 
55歳・2期 

嶋 田 　 茂 
農協推薦 
68歳・2期 

川 又 紀 征  
町議会推薦 
62歳・2期 

足 立 修 身  
川又 
65歳・3期 

君 山 好 道  
菖蒲沢 
65歳・2期 

熊 岡 米 蔵  
山崎 
73歳・5期 

齊 籐 　 正  
東成井 
60歳・2期 

関 口 忠 男 
根小屋 
43歳・2期 

農業委員会会長代理 

苅 部    正 氏 

農業委員会会長 

前 沢 榮 一 氏 



            「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
は
？ 

　
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期

日
と
同
じ
く
直
接
投
票
箱
に
投
票
用
紙

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。 

従
来
の
不
在
者
投
票
に
替
わ
る
も
の
で

す
。 

「
期
日
前
投
票
制
度
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

　
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
、
投

票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
署

名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
な
く
な
る

の
で
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
投
票
は
？ 

　
名
簿
登
録
地
で
行
う
投
票
が
対
象
と

な
り
ま
す
。 

場
所
と
時
間
は
？ 

　
場
所
　
期
日
前
投
票
所 

　
時
間
　
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
ま
で 

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
？ 

　
選
挙
期
日
に
仕
事
や
用
事
が
あ
る
な

ど
現
行
の
不
在
者
投
票
の
理
由
に
あ
て

は
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
方
で
す
。 

            

特
別
な
手
続
き
は
必
要
で
す
か
？ 

　
基
本
的
に
、
選
挙
期
日
の
投
票
所
に

お
け
る
投
票
手
続
き
と
同
じ
で
す
。 

        

従
来
の
不
在
者
投
票
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
？ 

　
名
簿
登
録
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

は
、原
則
期
日
前
投
票
に
移
行
し
ま
す
。

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以
外
の
市
区

町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お

け
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
投
票
開
始
日

が
、「
選
挙
期
日
の
公
示
日
（
告
示
日
）

の
翌
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。 

             

従
来
の
不
在
者
投
票 

 

記
載
場
所
に
て
投
票
用
紙
へ
の
記
載 

  

投
票
用
紙
を
内
封
筒
へ 

  

外
封
筒
へ
入
れ
選
挙
人
が
署
名 

  

不
在
者
投
票
管
理
者
へ
提
出
し
、
外
封

筒
に
立
会
人
が
署
名 

  

投
票
管
理
者
が
受
理
を
決
定
し
た
も
の

を
開
封 

  
投
票
管
理
者
が
投
票
用
紙
を
投
票
箱
へ 

 

             

期
日
前
投
票 

 

期
日
前
投
票
所
に
て
投
票
用
紙
へ
記
載 

       

　
　
　
簡
素
化
さ
れ
る
手
続
き 

        

選
挙
人
が
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
へ 

⑸

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
三
階 

　
　
　
八
郷
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　    

（
総
務
課
内
）
内
線
一
三
三
七 

　
現
在
の
不
在
者
投
票
は
、
投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
二
重
の
封
筒
に
入 

れ
て
本
人
の
署
名
と
立
会
人
の
署
名
を
す
る
と
い
っ
た
、面
倒
な
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
「
期
日
前
投
票
制
度
」
は
、
こ
う
い
っ
た
面
倒
な
手
続
き
を
大
幅
に
簡
素
化
し
て
、
投
票
日
前 

で
も
直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

平成15年12月1日以後その期日を公示（告示） 
される選挙について適用されます。　　 
それ以前に行われる選挙については、従来 
どおりの不在者投票となります。 
 

この制度は 
 平成１５年１２月１日 
から 
 

平成１５年１２月１日 
から 
 

1

16
2345

23456

みんなの一票大切に！ 



   

　
平
成
十
五
年
第
二
回
議
会
臨
時
会
は
、七
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
一
件
、
同
意
一
件
で
し
た
。
す
べ
て
原
案
の 

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

    

議
案 

八
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
万
二
、
〇
〇
〇
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を 

九
五
億
四
、
二
七
七
万
四
、
〇
〇
〇
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
消
防
団
員
退 

職
報
償
金
を
増
額
し
た
も
の
で
す
。
　 

   

農
業
委
員
の
推
薦 

　
農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
、
議
会
推
薦
の
選
出
が
行
わ
れ
、
川
又
紀
征
議 

員
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

屋
外
広
告
物
と
は
？
　 

　
屋
外
で
常
時
又
は
一
定
の
期
間
を
継
続
し
て
公
衆
に
表
示

さ
れ
る
広
告
物
で
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
広
告

塔
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
な
ど
に
人
目
に
つ
く

よ
う
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
な
ど
で
す
。 

 

う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
… 

  

「
ま
ち
の
美
観
の
維
持
」
と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
防
止
」

の
面
か
ら
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
設
置
場
所
や
大
き
さ
な

ど
を
県
の
条
例
で
規
制
し
て
い
ま
す
。 

●
禁
止
地
域
　 

　
原
則
と
し
て
広
告
物
を
掲
出
し
て
は
い
け
な
い
地
域
で
す
。 

●
許
可
地
域
　 

　
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
、
町
長
の
許
可
が
必
要
な
地
域

で
す
。 

●
禁
止
物
件
　 

　
広
告
物
を
掲
出
し
て
は
い
け
な
い
物
件
で
す
。 

電
柱
・
街
路
灯
・
街
路
樹
・
信
号
機
・
道
路
標
識
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
橋
・
郵
便
ポ
ス
ト
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
・
道
路
の
路

面
な
ど 

※
許
可
申
請
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
役
場

企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

　
　 

⑹

　
町
監
査
委
員
の
本
図
亨
さ
ん
が
、
七
月
十
八
日
で
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
再
度
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
本
図
さ
ん
は
、
平
成
十
一
年
七
月
十
九
日
に
監
査
委
員

に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
豊
富
な
経
験
と
物
事
を
正
し
く
判
断
し
、
評

価
す
る
力
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
視
点
か
ら
町
の
行
財
政
の
公
正
か
つ

適
正
な
執
行
、
運
営
、
ひ
い
て
は
財
政
の
健
全
化
に
多
大
な
功
績
が

あ
り
適
任
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
満
場
一
致
で
同
意
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
日
付
け
で
監
査
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

監
査
委
員
に
本
図
亨
氏 

平成15年第2回議会臨時会 
 

一般会計補正予算などを審議 
 
一般会計補正予算などを審議 
 

～うるおいのある美しいまちづくり～ 
 

屋外広告物は許可を受けて！！ 
 
屋外広告物は許可を受けて！！ 
 

≪禁止物件の例≫ 

 

標識 

 
街路樹 

 

電柱 

 

○問い合わせ先　役場３階企画課　内線1321 

 



        

◆
屋
外
で
は
落
下
物
か
ら
頭
を
守
る  

　
屋
外
で
地
震
に
遭
っ
た
場
合
、
ま
ず

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
落
下

物
で
す
。
住
宅
街
で
は
、
屋
根
か
わ
ら

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
ま
た
、
市
街
地
で

は
、
窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
が
、
落
ち

て
き
た
り
倒
れ
て
き
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
鞄
な
ど
の
手
荷
物
で
頭
を

守
り
な
が
ら
、
な
る
べ
く
広
い
場
所
に

避
難
す
る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
電
線
な
ど
が
切
れ
て
垂
れ
下

が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
絶
対

に
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。  

  

◆
買
い
物
中
は
棚
に
注
意  

　
ビ
ル
な
ど
の
建
物
の
高
層
階
は
、
地

上
よ
り
も
揺
れ
が
大
き
い
場
合
が
あ

り
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
商
店
の
入
っ
た

ビ
ル
で
は
、
商
品
の
棚
や
大
型
の
家
具

が
倒
れ
て
き
た
り
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ー
や
照
明
器
具
な
ど
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ

落
ち
て
き
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
周
り
か
ら
は
、
な
る
べ

く
離
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
地
下
街
や
地
下
鉄
の
駅
な
ど
の
施
設

の
場
合
、
地
上
よ
り
も
揺
れ
が
少
な 

        

く
、
比
較
的
安
全
で
す
。
し
か
し
、
火

災
な
ど
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
地
上
の

施
設
よ
り
も
煙
の
充
満
が
早
い
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で

鼻
と
口
を
覆
い
、
体
を
低
く
し
て
、
誘

導
灯
な
ど
に
従
っ
て
、
速
や
か
に
地
上

に
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
建
物
や
施
設
内
で

は
、
避
難
す
る
人
が
出
口
に
殺
到
す
る

と
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
大

変
危
険
で
す
。
店
員
な
ど
の
指
示
に
従

っ
て
、
落
ち
着
い
て
避
難
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。  

  

◆
車
外
へ
の
飛
び
出
し
は
厳
禁  

　
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

に
乗
っ
て
い
た
場
合
、
車
外
に
飛
び
出

す
の
は
危
険
で
す
。
特
に
地
下
鉄
で

は
、
軌
道
敷
に
走
っ
て
い
る
高
圧
線
に

感
電
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
乗
務

員
の
指
示
に
従
っ
て
、
落
ち
着
い
て
避

難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。  

  

◆
車
は
停
車
、
キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
に  

　
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
揺
れ
に
気
が

つ
き
に
く
く
、
ま
た
、
車
の
動
作
も
極 

        

端
に
悪
く
な
る
た
め
、
避
難
が
遅
れ
が

ち
で
す
。 

　
運
転
中
に
地
震
に
遭
っ
た
場
合
、
落

ち
着
い
て
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
と
握

り
、
徐
々
に
速
度
を
落
と
し
て
左
側
に

停
車
し
て
く
だ
さ
い
。
車
か
ら
降
り
て

避
難
す
る
と
き
は
、
消
火
活
動
な
ど
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ド
ア
の
ロ
ッ

ク
は
せ
ず
、
車
の
鍵
は
つ
け
た
ま
ま
に

し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
地
震
な
ど
に
よ
る
大
き
な
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
主
要
な
幹
線
道

路
で
は
、
救
急
活
動
な
ど
の
交
通
路
確

保
の
た
め
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
緊

急
車
両
以
外
の
車
両
で
の
移
動
が
制
限

さ
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

  

◆
正
し
い
情
報
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い  

　
い
ち
早
く
避
難
す
る
た
め
に
は
、
正

し
い
情
報
が
必
要
で
す
。
災
害
被
害
の

状
況
や
避
難
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
公
的
な
放
送
な
ど
を
頼
り
に
、
デ
マ

や
う
わ
さ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

⑺

そ
の
と
き
　
ど
こ
に
い
る
？ 

出
先
で
の
地
震
か
ら
身
を
守
る 

「
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る
」…
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
災
害
は
、あ
る
と
き 

突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
遭
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
常
に
自
宅
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
宅
や
身
近 

な
地
域
と
異
な
り
、
繁
華
街
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
外
出
先
で
は
、
身
を
守
る
た
め
の
よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

震 
地 

震 
地 

震 
地 

無事を伝えるメッセージ～171番災害用伝言ダイヤル～ 
　災害が発生した地域では、家族や知人の安否を確認する電話などが集中し、
一時的に電話のかかりにくい状態になることがあります。「171番災害用伝言
ダイヤル」は、こうした災害が発生したときに、電話による音声メッセージ
を録音・保存し、被災地内外から、再生できるようにするものです。公衆電
話や携帯電話からも利用ができるので、自宅の電話が使えなくなってしまっ
た場合にも、利用することができます。 

　毎年、８月30日～９月５日の「防災週間」の間は、災害伝言ダイヤルが開
放され、体験利用ができるようになります。いざというときの連絡手段につ
いて、家族や親類などの間で確認しておくようにしましょう。  

　　　番災害用伝言ダイヤルの仕方 
＜録音する＞ 
（1）１７１番 をダイヤル  
（2）音声に従い「録音」を選ぶ  
（3）被災地からは自宅の電話番号を、その他の地域からは、連絡を取りた  
        い相手の電話番号を市外局番から入力  
（4） メッセージを吹き込む   
＜再生する＞  
（1）１７１番 をダイヤル 
（2）音声に従い「再生」を選ぶ  
（3）被災地からは自宅の電話番号を、その他の地域からは、連絡を取りた     
        い相手の電話番号を市外局番から入力  
（4） メッセージが再生される 

171171



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

④ 

下
林
　
久
家
泰
永
さ
ん   

 

ブ
ド
ウ
経
営 

 

（26） 

「ブドウは苗を植えて３年から５年たたないと結果が 

出ないんです」と話す泰永さん。ブドウ畑で。 

 

         

　
「
八
郷
の
自
然
の
中
に
い
る
と
ほ
っ

と
し
ま
す
ね
。
の
び
の
び
と
仕
事
が
で

き
ま
す
」
と
話
す
久
家
泰
永
さ
ん
は
、

四
年
前
に
東
京
の
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
後
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
八
郷
町
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
父
政
輝
さ
ん

と
母
礼
子
さ
ん
の
三
人
で
ブ
ド
ウ
農
家 

      

を
営
ん
で
い
ま
す
。 

　
久
家
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
昭
和
二
十

八
年
に
祖
父
の
喜
八
郎
さ
ん
の
代
か
ら

ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
、
泰
永
さ
ん
で
三

代
目
に
な
り
ま
す
。
巨
峰
が
ほ
と
ん
ど

で
、
十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
欧
州
系
の
ブ

ド
ウ
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
耕
作
面
積
は
二
・
二
㌶
で
、
栽
培

し
て
い
る
品
種
は
十
種
類
以
上
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
出
荷
は
行
わ
ず
、
直
売
一

本
に
絞
っ
て
い
ま
す
。 

　
泰
永
さ
ん
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
直

売
所
で
ブ
ド
ウ
の
箱
詰
め
や
パ
ッ
ク
詰

め
の
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
、
両

親
の
働
く
姿
を
見
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

「
一
度
は
別
の
道
も
考
え
ま
し
た
が
、

し
だ
い
に
小
さ
い
頃
か
ら
見
て
き
た
家

業
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
そ
ん
な
泰
永
さ
ん
は
「
自
分
が
育
て

た
ブ
ド
ウ
を
そ
の
年
初
め
て
食
べ
た
瞬

間
や
、
ブ
ド
ウ
を
買
っ
て
く
れ
た
お
客

様
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
と
き

が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」
と
ブ
ド
ウ
栽

培
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た

直
売
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
お
客
様
か

ら
の
声
が
直
接
聞
け
、
そ
れ
が
ブ
ド
ウ

作
り
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
「
や
っ
た
分
だ
け
返
っ
て
く
る

の
で
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す

よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

 

安
全
で
安
心
で
き
る
お
い
し 

い
ブ
ド
ウ
を
目
ざ
し
ま
す 

　
ブ
ド
ウ
が
で
き
る
の
は
六
月
下
旬
か

ら
十
月
中
旬
ま
で
で
、
ブ
ド
ウ
の
時
期

が
終
わ
る
と
十
一
月
か
ら
二
月
ま
で
は

枝
の
剪
定
作
業
、
三
月
か
ら
六
月
ま
で

が
房
の
適
房
、
適
粒
、
袋
掛
け
の
作
業

を
行
い
ま
す
。
「
三
月
か
ら
六
月
ま
で

が
一
番
忙
し
い
時
期
で
す
ね
。
早
朝
か

ら
畑
へ
出
て
、
終
わ
る
時
間
は
早
く
て

も
夜
の
七
時
ご
ろ
で
す
」
と
泰
永
さ
ん
。

　
現
在
泰
永
さ
ん
は
加
温
ハ
ウ
ス
四
十

㌃
を
任
さ
れ
て
お
り
、
二
、
三
年
後
の

売
出
し
を
目
標
に
、
新
し
い
欧
州
系
の

ブ
ド
ウ
を
栽
培
中
で
す
。 

　
父
政
輝
さ
ん
は
「
一
年
に
一
回
の
こ

と
だ
か
ら
失
敗
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
失

敗
の
原
因
を
取
り
除
い
て
、
プ
ラ
ス
に

変
え
て
い
け
ば
い
い
ん
で
す
。
あ
せ
ら

ず
腕
を
磨
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
今
は
基
本
的
な
こ
と
を
身
に
付

け
る
時
期
で
す
」
と
息
子
の
泰
永
さ
ん

を
厳
し
く
そ
し
て
温
か
く
見
守
り
ま

す
。
安
全
で
安
心
な
、
そ
し
て
お
い
し

い
ブ
ド
ウ
作
り
を
目
ざ
し
て
日
々
奮
闘

中
で
す
。 

 

農
業
仲
間
の
意
気
込
み
が 

私
の
パ
ワ
ー
に 

　
ま
た
、
や
さ
と
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
に
新
た
に
メ
ン
バ
ー
が
二
名
加

わ
り
、
会
員
が
十
五
名
に
な
り
ま
し

た
。
同
ク
ラ
ブ
会
長
に
な
っ
て
い
る
泰

永
さ
ん
は
「
今
年
は
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
の
農
場
見
学
や
仲
間
同
士
の
交
流
を

中
心
に
活
動
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
先
日
の
七
月
十
二
日
に

は
仲
間
が
集
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

も
行
い
、
交
流
す
る
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
「
み
ん
な
や
る
気
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
た
ち
な
の
で
、
農
業
に
対
す
る
意

気
込
み
を
聞
く
だ
け
で
も
刺
激
を
受
け

ま
す
よ
」
と
泰
永
さ
ん
は
語
り
ま
す
。 

　
来
月
号
も
今
月
号
に
引
き
続
き
、
八

郷
の
農
業
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。 

仕
事
は
や
っ
た
分
だ
け 

返
っ
て
き
ま
す
ね 

 

や
す

ひ
さ 



⑼

　介護保健サービスの種類 

①訪問介護（ホームヘルプ） 

②訪問入浴介護 

③通所リハビリテーション 

④短期入所生活・療養介護 

⑤訪問看護 

⑥訪問リハビリテーション 

⑦通所介護 

⑧福祉用具の貸与 

⑨居宅療養管理指導 

⑩特定施設入所者生活介護 

⑪痴呆対応型共同生活介護 

 
身体介護（30分以上１時間未満） 
生活援助（30分以上１時間未満） 

 

要支援～要介護５医療機関（所要時間４～６時間） 
要支援～要介護５介護老人保健施設の場合（１日につき） 

訪問看護ステーションから（30分未満） 

病院または診療所から（30分未満） 

１日につき 

要支援～要介護５単独（所要時間４～６時間） 

 
１月２回まで 

要支援～要介護５（１日につき） 
要介護１～要介護５（１日につき） 
 

4,020円 

2,080円 

12,500円 

4,040～6,940円 

9,490～11,920円 

4,250円 

3,430円 

5,500円 

4,080～7,180円 

実際に貸与に要した費用 

5,000円 

2,380～8,180円 

7,960～8,610円 

402円 

208円 

1,250円 

404～694円 

949～1,192円 

425円 

343円 

550円 

408～718円 

利用者負担はその１割 

500円 

238～818円 

796～861円 

 

サービス費用のめやす 

 

　利用者負担 

 

介護保険で利用できる 
在宅サービス費用のめやす 

サ ー ビ ス の 要 件 

 

7月号介護保険の記事（Ｐ5）で表の
金額に誤りがありましたのでお詫
びするとともに正しい表を掲載い
たします。 ●問い合わせ先　役場1階 福祉課　内線1141 

 

○一般図書 

あなたがそこにいるだけで 

パークライフ 

あかんべえ 

一分間謝罪法 

あなたは大丈夫？薬が毒に 

変わる危ない食べ合わせ 

誰でも打てる十割そば 

本格小説（上・下） 

カサンドラの城 

本気で泣けて本気で愛せて 

向田邦子の恋文 

 

本の貸し出しは１人 
当たり１日５冊まで 
です。 
 

貸し出し期間は２週 
間です。土・日もご 
利用できます。 
 

吉元由美 

吉田修一 

宮部みゆき 

K．ブランチャード 

 

柳川明 

大久保裕弘 

水村美苗 

ドディー・スミス 

さとうともこ 

向田和子 

 

○児童図書 

はなをくんくん 

算数の呪い 

やねうらべやのお人形さん 

かかし 

海底二万マイル 

科学ゲーム・できっこないさ 

黒ねこのおきゃくきま 

もじゃおじさんがやってきた 

ぎゅうぎゅうかぞく 

数の悪魔　　　　　　　　　　　H・マグヌス 

 

ルース・クラウス 

ジョン・シェスカ 

柳生まち子 

R・ウェストール 

ベンヌ 

ヴィッキー・コブ 

R・エインズワーズ 

穂高順也 

鈴木雄善 

 

※紙面の都合上、紹介できない本がありますので一度来館するか、電話でお問い合わせください． 

 
問い合わせ先　中央公民館TEL43－6262

新 刊 図 書 の ご 案 内  



　
本
校
は
、
明
治
八
年
「
柿
岡
第
一
小

学
校
」
と
し
て
開
校
の
後
、
昭
和
四
十

七
年
に
片
野
小
学
校
と
統
合
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
三
百
八
名
の
児
童
が
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
児
童

の
様
子
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
広
が
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心 

　
本
校
で
は
、
「
障
害
の
あ
る
人
た
ち

へ
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
進
ん
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
子
ど
も
」
の

育
成
を
め
ざ
し
、
毎
年
六
月
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
集
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
第
一
部
が
全
体
会
、
第
二
部

が
学
年
別
活
動
と
い
う
構
成
で
実
施
し

ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
福
祉
委
員
会

の
児
童
が
出
題
し
た
ク
イ
ズ
を
通
し
て

「
本
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
？
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
合
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
意
識
を

高
め
ま
し
た
。 

　
第
二
部
で
は
、
各
学
年
に
分
か
れ
て

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
は
、
千

代
田
町
「
や
ま
ゆ
り
の
会
」
の
四
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

手
話
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

「
お
は
よ
う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
自
分
の
名
前
な

ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
耳
の
不

自
由
な
人
の
気
持
ち
な
ど
に
つ
い
て
も

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
子

ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
「
ド
ラ
え
も

ん
」
の
歌
を
手
話
で
歌
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
く
手
話
を
学

び
な
が
ら
、
手
話
の
役
割
に
気
づ
き
、

「
耳
が
不
自
由
な
人
と
話
が
し
た
い
」

と
い
う
願
い
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。 

          

　
五
年
生
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
六

年
生
は
車
椅
子
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
借
り
し
た
ア
イ
マ
ス
ク
、
車
椅
子
を

使
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
石

岡
市
に
あ
る
光
風
荘
の
介
護
専
門
の
先

生
で
す
。
実
際
に
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

が
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
歩
い
た
り
、

車
椅
子
に
乗
っ
た
り
、
押
し
た
り
の
体

験
活
動
だ
っ
た
の
で
、
障
害
の
あ
る
人

の
立
場
や
気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
集
会
で
育
ま
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
老
人
オ
ー
ム
訪
問

や
募
金
活
動
な
ど
の
実
践
の
場
で
更
に

大
き
く
育
て
て
い
く
予
定
で
す
。 

②
心
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て 

　
毎
年
十
一
月
に
、
児
童
会
が
中
心
と

な
り
「
柿
小
フ
レ
ン
ド
ま
つ
り
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　
内
容
の
一
つ
目
は
、
三
年
生
以
上
の

児
童
に
よ
る
学
級
ご
と
の
出
し
物
で

す
。
輪
投
げ
・
ク
イ
ズ
・
的
当
て
・
ビ

ン
ゴ
な
ど
、
各
学
級
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
の

方
々
に
協
力
を
し
て
頂
く
、
昔
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ベ
ー
ゴ
マ
・
お
手

玉
・
け
ん
玉
・
竹
馬
な
ど
、
お
年
寄

り
の
方
々
に
遊
び
方
を
教
え
て
頂
き
な

が
ら
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
三
つ
目
は
、
お
母
さ
ん
方
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
で
す
。

自
然
と
笑
っ
て
し
ま
う
楽
し
い
本
や
、

感
動
的
で
心
に
残
る
本
な
ど
を
、
上
手

な
朗
読
で
読
み
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
当
日
は
、
祖
父
母
の
方
々
や
柿
岡
保

育
所
や
八
郷
幼
稚
園
に
も
招
待
状
を
出

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
楽
し
ん

で
頂
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
児
童
が
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
（
文
責
　
柿
岡
小
学
校
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
利
道
） 

⑽

柿
岡
小
学
校 
学校あれこれ 

( 

心
豊
か
に
柿
岡
の
子 

花と緑の楽園 
茨城県 

 

　
「
花
と
緑
の
楽
園
」
茨
城
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
九
月
二
十
七
日
か

ら
十
一
月
十
六
日
ま
で
「
秋
バ
ラ
ま

つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

●
期
間
中
の
催
し
物
● 

「
鉢
バ
ラ
、
バ
ラ
苗
特
別
販
売
」 

九
月
二
十
七
日
（
土
）
〜 

　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
（
日
） 

　
各
種
バ
ラ
苗
等
を
多
数
取
り
揃
え

販
売
し
ま
す
。 

「
デ
ザ
イ
ン
押
し
花
作
品
展
」 

九
月
二
十
七
日
（
土
）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
十
月
五
日
（
日
） 

　
押
し
花
で
形
や
模
様
を
つ
く
っ
た

作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。 

「
押
し
花
は
が
き
体
験
教
室
」 

九
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、
十
月

四
・
五
日
　
十
時
〜
十
五
時 

　
押
し
花
で
ス
テ
キ
な
は
が
き
作
り

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
切
り
バ
ラ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」 

九
月
二
十
八
日
（
日
）
、
十
一
月

九
・
十
六
日
（
日
） 

　
先
着
三
百
名
様
に
切
り
バ
ラ
を
プ 

 

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

「
園
芸
教
室
（
バ
ラ
の
手
入
れ
の
仕

方
）」 

十
月
十
二
・
二
十
六
日
（
日
）
　 

十
三
時
三
十
分
〜 

　
バ
ラ
の
手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て

参
加
無
料
で
行
い
ま
す
。 

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
山
上
兄
弟
）」 

十
月
十
三
日
（
月
）
　
十
一
時
〜
、

十
四
時 

　
日
本
の
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
山
上
兄

弟
（
最
年
少
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス

ト
）
の
マ
ジ
ッ
ク
が
見
ら
れ
ま
す
。

お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま

す
。 

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展
」 

十
一
月
九
日
（
日
）〜
十
六
日
（
日
） 

　（
社
）
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
協
会
茨
城
県
支
部
の
皆
様
の
作
品

を
多
数
展
示
し
ま
す
。 

　
開
園
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
（
入
園
は
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
）
で
す
。
　
詳
し
い
お
問
い

合
わ
せ
は
☎
四
二
│
四
一
一
一
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ボランティア集会の様子 

秋バラまつり 

9月27日（土）～ 
　  11月16日（日） 



⑾

    

平
成
11
年
10
月
20
日
生
ま
れ 

父
　
孝
志
さ
ん
　
母
　
千
恵
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
は
ず
か
し
が
り
屋
な
女
の
子
で
す
。 

動
物
が
大
好
き
で
保
育
所
か
ら
帰
っ
て 

く
る
な
り
飼
い
猫
の
ニ
ャ
ー
ス
と
遊
ん 

で
い
ま
す
。
最
近
マ
マ
が
台
所
で
料
理 

を
し
て
い
る
と
、
お
手
伝
い
を
し
て
く 

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
や
り 

の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

部
　
原  

　 

大

湖
　

彩
ち
ゃ
ん 

八
郷
の
歴
史 

（29） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

【材料】（４人分） 

○小麦粉　200ｇ　○ベーキングパウダー　大さ 

じ１　○砂糖　50ｇ　○ヨーグルト　100ｇ 

○牛乳　大さじ１ 

【作り方】 

①小麦粉とベーキングパウダーは合わせてふる

っておく。②①と砂糖をよく混ぜる。③ヨーグ

ルトに牛乳を混ぜ、②を混ぜ合わせる。このと

きあまりねらないようにする。④フライパンに

流し入れ弱火でゆっくり焼く。 

※はちみつやジャムなどを付けて食べるとより

おいしく召し上がれます。ドーナッツ風に油で

揚げてもおいしいです。 

               

　
柿
岡
の
館
集
落
に
あ
る
弘
法
大
師
堂
の
前
に 

は
、
八
十
八
体
の
弘
法
大
師
の
石
仏
が
並
ん
で 

い
る
。
地
城
で
は
「
弘
法
様
」
と
呼
ば
れ
て
お 

り
、
入
り
口
の
所
に
は
「
新
八
十
八
ヶ
所
」
と 

刻
ま
れ
た
標
石
が
建
て
て
あ
る
。 

　
こ
れ
は
「
写
し
霊
場
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で 

あ
り
、
四
国
や
西
国
な
ど
の
遠
隔
地
の
霊
場
へ 

巡
礼
に
行
け
な
い
人
々
の
た
め
に
、
身
近
な
場 

所
に
霊
場
を
写
し
、
こ
れ
を
参
拝
す
る
こ
と
で 

元
と
な
る
霊
場
を
巡
礼
し
た
事
と
同
様
の
功
徳 

が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
市
町
村 

に
ま
た
が
り
、
寺
院
や
堂
な
ど
を
霊
場
に
当
て 

は
め
数
日
か
け
て
巡
る
大
規
模
な
も
の
か
ら
、 

こ
の
館
集
落
の
よ
う
に
一
ヶ
所
に
石
仏
で
全
て 

を
揃
え
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
形
態
が
あ
る
。 

　
近
隣
に
住
む
木
村
さ
ん
（
68
歳
）
が
父
親
か 

ら
聞
い
た
話
で
は
、
昔
、
館
集
落
の
桜
井
儀
三 

郎
と
い
う
人
物
が
四
国
遍
路
に
赴
き
、
そ
の 

後
、
桜
井
氏
が
発
起
人
と
な
っ
て
寄
進
者
を
集 

め
、
明
治
の
中
頃
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
事
で 

あ
る
。
桜
井
氏
に
は
子
息
は
お
ら
ず
、
ど
の
よ 

う
な
切
っ
掛
け
が
有
っ
て
建
立
し
た
の
か
等
は 

今
で
は
不
明
で
あ
る
。
銘
文
に
は
、
上
泉
、
上 

曽
、
下
宿
、
吉
生
、
片
岡
、
土
浦
な
ど
の
地
名 

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
館
集
落
に
限
ら
ず
、
幅
広 

い
地
域
か
ら
寄
進
者
を
集
め
た
事
が
伺
え
る
。 

　
年
号
の
刻
ま
れ
た
も
の
が
二
体
だ
け
あ
り
、 

ど
ち
ら
も
「
明
治
三
十
四
年
」
と
あ
る
が
、
建 

立
は
長
い
期
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
そ
う 

で
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
弘
法
大
師
像
は 

形
態
が
若
干
異
な
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。 

石
材
に
は
二
種
類
あ
り
、
安
山
岩
製
は
上
山
、 

花
嵩
岩
製
は
上
曽
の
石
工
が
作
成
し
た
と
い
う 

話
で
あ
る
。 

　
第
二
次
大
戦
中
に
は
、
出
征
す
る
兵
士
の
安 

全
を
祈
願
し
、
弘
法
大
師
像
一
つ
一
つ
に
御
礼 

を
貼
っ
て
廻
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で 

あ
る
。
祈
願
者
は
他
の
地
域
か
ら
も
訪
れ
、
数 

多
く
の
御
礼
が
貼
ら
れ
、
真
っ
白
に
な
っ
た
弘 

法
大
師
像
の
姿
を
木
村
さ
ん
は
よ
く
憶
え
て
い 

る
と
い
う
。 

　
現
在
で
は
、
館
集
落
の
老
人
会
の
方
々
が
毎 

月
一
日
に
掃
除
と
お
参
り
を
し
、
ま
た
十
五
年 

ほ
ど
前
か
ら
は
赤
い
頭
巾
と
前
掛
け
を
全
て
の 

弘
法
大
師
像
に
お
供
え
し
て
い
る
。
一
つ
一
つ 

手
製
で
あ
り
、
毎
年
三
月
二
十
一
日
の
弘
法
大 

師
の
縁
日
に
取
り
替
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。 

　
町
内
に
は
他
に
も
四
国
の
写
し
霊
場
が
い
く 

つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
調
査
を
続
け 

て
い
き
た
い
。 

　
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
　
民
俗
　
千
葉
和
史 

柿
岡
の
弘
法
様 

わたしの手料理 

卵アレルギーの人に向く 
パンケーキ 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 
桜　井　裕　子（小幡） 

 
卵を使わずおいしく 

食べられるケーキです 

 



⑿

　
な
べ
に
こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
は
、
時
間
が

た
つ
ほ
ど
落
ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
使
っ
た

な
べ
は
す
ぐ
に
洗
う
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

材
質
に
応
じ
た
洗
い
方
を
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
な
べ
の
材
質
や
特
徴
を

知
っ
た
上
で
扱
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ア
ル
ミ
な
べ
は
、
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
な
ど

で
洗
え
ま
す
。
た
だ
し
ア
ル
ミ
の
表
面
を
処

理
し
た
ア
ル
マ
イ
ト
の
場
合
は
、
皮
膜
が
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
ス
ポ
ン
ジ
で
。
ほ
う
ろ
う

な
べ
も
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
ス
ポ
ン
ジ
で
洗
い
ま
す
。 

　
ス
テ
ン
レ
ス
な
べ
は
丈
夫
で
す
が
傷
が
目

立
ち
や
す
い
の
で
普
段
は
ス
ポ
ン
ジ
で
洗

い
、
が
ん
こ
な
汚
れ
は
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で

円
を
描
く
よ
う
に
優
し
く
洗
い
ま
す
。
鉄
な

べ
も
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で
洗
え
ま
す
が
、
こ

げ
つ
い
た
と
き
に
は
水
を
入
れ
て
沸
騰
さ

せ
、
こ
げ
た
部
分
を
や
わ
ら
か
く
し
て
、
ス

ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
ま
し
ょ
う
。 

　
い
ず
れ
の
な
べ
も
、
こ
げ
つ
い
て
し
ま
っ

た
と
き
に
、
い
き
な
り
水
を
か
け
た
り
無
理

に
こ
げ
を
は
が
そ
う
と
し
た
り
す
る
と
、
な

べ
が
傷
む
原
因
と
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
ほ
う
ろ
う
な

べ
の
場
合
、
水
を
張
っ
て
お
く
と
小
一
時
間

で
こ
げ
が
浮
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
取
れ

な
い
と
き
は
、
酢
を
混
ぜ
た
水
を
な
べ
に
入

れ
て
沸
騰
さ
せ
、
こ
げ
つ
い
た
部
分
が
や
わ

ら
か
く
な
る
ま
で
煮
立
た
せ
、
冷
め
た
ら
湯

を
捨
て
、
こ
げ
を
こ
す
っ
て
落
と
し
ま
す
。

　
な
べ
は
水
分
を
残
さ
ず
に
収
納
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
水
気
が
残
っ
て
い
る
と
、
た

と
え
ス
テ
ン
レ
ス
で
も
重
ね
て
収
納
し
た
な

べ
の
接
触
部
分
に
さ
び
が
浮
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
び
を
防
ぐ
に
は
、
よ
く
乾
燥
さ
せ

て
か
ら
伏
せ
た
状
態
で
し
ま
う
か
、
フ
ッ
ク

な
ど
に
つ
り
下
げ
る
方
法
が
い
い
で
し
ょ

う
。
鉄
な
べ
は
火
に
か
け
て
乾
か
し
、
薄
く

油
を
塗
っ
て
か
ら
収
納
す
る
と
さ
び
止
め
に

効
果
的
で
す
。 

◇
広
報
係
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
わ
た

し
も
ひ
と
こ
と
」
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

評
　
　
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩 

波 

芳 

水
　 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
筆
使
い
が
上
手
で
形
も
良
く
大
へ
ん

良
く
で
き
て
い
ま
す
。 

　
お
手
本
の
よ
う
に
美
し
く
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。 

柿
岡
小
　
二
年
　
土 

田 

も
も
か 

  

柿
岡
小
　
五
年
　
大
久
保 

美
咲 

 

㈶

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト 

〜
な
べ
の
手
入
れ
〜 

P.N　りんごちゃん 

P.N　浦公英 

月岡　萩原　志づ 
P.N　神無月はやし 

P.N　さくらメント 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①平成15年7月22日現在の町の農業

　委員会委員の人数は何人？ 

　Ａ－９人　Ｂ－10人　Ｃ－19人 

②第３回やさとウォーキング大会は

　いつ行われる予定ですか？ 

　Ａ－9月6日　Ｂ－10月11日　 

　Ｃ－10月21日 

③動物愛護週間の期間はいつからい

　つまで？ 

　Ａ－９月20日～26日　 

　Ｂ－８月20日～26日　 

　Ｃ－９月１日～７日 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ185と書き、

　答えの記号（例①－Ａ）、住所、

　氏名、年齢、世帯主と「私もひと

　こと」へのご意見や広報の感想な

　どを書いて送ってください。イラ

　ストやマンガも大歓迎。 

☆締切日　平成15年９月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡

　　　　　5680－1　八郷町役場秘書

　　　　　広聴課 

☆当選者の発表　本紙10月号 

【広報クイズ183の当選者の発表】 

正解は①－Ｃ、②－Ａ、③－Ｃでし

た。応募総数38通、正解37通の中か

ら次の10人が正解しました。 

市村静江（小見）海野顕（大増）大

槻裕美（山崎）小澤早由里（柿岡）

菊地紘美（吉生）小松崎茂（川又）

杉山はつ（柴内）中島節夫（部原）

藤代順子（小山田）細谷光夫（片野） 

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選     
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

広報ク
イズ  

185

　
園
部
地
区
陣
場
の
み
な
さ
ん
に
よ
る 

「
た
る
み
こ
し
」（
昭
和
五
十
二
年
当
時
）。 

夏
休
み
の
地
域
の
行
事
の
一
環
と
し
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。
酒
だ
る
を
利
用
し
て 

作
っ
た
手
作
り
の
み
こ
し
を
子
ど
も
た 

ち
が
担
ぎ
ま
す
。 

 

し
ゃ
ら 

た
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ば 

か
ま
い

せ
き
の
ぞ 

気
丈
に
も
喪
主
を
務
め
し
友
の
背
を
見
守
る
遺
影
の
眼
差
し
優
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

山
　
崎
　  

荒
　
井
　
幸
　
子 

田
の
疲
れ
癒
す
と
浸
る
「
ゆ
り
の
郷
」
今
日
は
手
打
ち
の
そ
ば
い
た
だ
か
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

柴
　
内
　  

飯
　
島
　
よ
う
子 

孫
ら
皆
思
い
出
綴
る
文
添
え
た
誕
生
祝
何
よ
り
嬉
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

月
　
岡
　  

萩
　
原
　
照
　
子 

  

絶
え
ず
咲
き
絶
え
ず
散
り
を
り
沙
羅
の
花
　    

柿
　
岡
　  

岩
　
田
　
た
だ
し 

夏
草
の
長
け
て
石
段
狭
め
ら
れ
　
　
　
　
　    

瓦
　
谷
　  

山
　
崎
　
景
　
子 

窯
遺
跡
覗
く
薮
蚊
に
刺
さ
れ
も
し
　
　
　
　    

川
　
又
　  

川
　
又
　
渓
　
二 

  

筑
波
山
な
み
紫
冴
え
て
夏
を
告
げ
て
る
百
合
の
里 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

下
　
林
　  

上
　
野
　
千
　
代 

水
着
姿
も
色
鮮
や
か
に
華
を
添
え
て
る
海
開
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

下
　
林
　  

谷
　
島
　
清
　
風 

紫
峰
筑
波
路
山
百
合
揺
れ
て
香
り
楽
し
む
二
人
連
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

川
　
又
　  

関
　
　
　
清
　
志  

・
・ 

P.N　ビッグ斉藤 

P.N　テレビ・ジョン 

P.N　いおり 



⒁

    

　
八
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
・
住
民
票
広
域
交
付
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
役
場
住
民
課
に
身
分
を
証
明
す

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

等
）を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
内
線
一
一
一
四

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
恋
瀬
・
園
部
出
張
所
で
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す 

    

　
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
（
鈴
木
資
良
会

長
）
主
催
に
よ
る
町
長
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

が
四
十
一
名
の
参
加
の
も
と
、
七
月
十

二
日
に
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

男
子
の
部
▽
優
勝
　
梶
原
時
雄
（
山

崎
）
▽
準
優
勝
　
鈴
木
光
雄
（
大
増
） 

▽
三
位
　
鈴
木
昌
平
（
大
増
）
▽
四
位

松
延
平
治
（
柴
内
）
▽
五
位
　
谷
島
昇

（
瓦
谷
） 

女
子
の
部
▽
優
勝
　
鈴
木
恒
子
（
太

田
）
▽
準
優
勝
　
潮
田
喜
久
恵
（
大

増
）
▽
三
位
　
石
橋
利
子
（
大
塚
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

【
敬
称
略
】 

 

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

   

　
七
月
二
十
日
に
八
郷
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
八
郷
町
役
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
自
動
車
の
部
に
七
チ
ー

ム
、
小
型
の
部
に
三
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
選
手

の
み
な
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
思
う

存
分
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
今
年
か
ら
実
際
に
ホ
ー
ス
か
ら
水

を
出
す
方
法
（
水
出
し
操
法
）
に
変
わ
り
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

自
動
車
の
部
▽
優
勝
　
第
五
分
団
第
三
部
▽
準

優
勝
　
第
二
分
団
第
二
部
▽
三
位
　
第
八
分
団

第
一
部
▽
敢
闘
賞
　
第
一
分
団
第
五
部
・
第
三

分
団
第
三
部
・
第
六
分
団
第
二
部
・
第
四
分
団

第
三
部 

小
型
の
部
▽
優
勝
　
第
七
分
団
第
一
部
▽
敢
闘

賞
　
第
四
分
団
第
四
部
・
第
六
分
団
第
六
部 

　
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
十
月
十

八
日
予
定
の
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
新
治
地
区
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
ベ
ル
ギ
ー
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
つ
く
ば
市

で
七
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
同
市
主
催
に
よ

る
Ｉ
Ｂ
Ａ
国
際
交
流
協
会
世
界
大
会
に
参
加
す

る
た
め
、
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
日

本
に
滞
在
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
二
十
五
日
ま
で
は
藤
代
町
と
つ
く
ば

市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
二
十
六
日
か
ら
三
泊

四
日
で
小
幡
の
青
峰
館
に
滞
在
し
ま
し
た
。 

　
八
郷
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
桜
ス
ポ

少
と
吉
生
ス
ポ
少
が
Ｉ
Ｂ
Ａ
に
所
属
し
て
お

り
、
同
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
に
は

県
内
か
ら
お
よ
そ
二
百
余
名
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
大
会
翌
日
、
小
桜
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
桜
ス
ポ
少
、
吉
生
ス
ポ
少
、
千
代
田
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
と
ベ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
と
の
親
善
試

合
が
行
わ
れ
、
野
球
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

　
桜
ス
ポ
少
の
山
口
誠
団
長
は
「
子
ど
も
た
ち

は
片
言
の
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
よ
」
と
言
い
な
が
ら
「
や
は
り
野
球
と

い
う
一
つ
の
も
の
を
通
し
て
お
互
い
の
信
頼

が
築
け
た
の
で
し
ょ
う
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。 

 

ベ
ル
ギ
ー
の
野
球
チ
ー
ム
と
交
流
試
合 

操
法
大
会
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
う 

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の 

交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

 

第
九
回
八
郷
町
長
杯 

           

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会 

 



⒂

 

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
七
月
号
十
一
ぺ

ジ
「
わ
た
し
の
手
料
理
」
の
コ
ー
ナ
ー

の
料
理
名
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。
料
理

名
は
「
豚
肉
の
ロ
ー
ル
フ
ラ
イ
」
で

す
。
九
ぺ
ー
ジ
の
茨
城
県
の
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス
ト
ッ
プ
く
ん
」
の

イ
ラ
ス
ト
が
抜
け
て
い
ま
し
た
の
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。 

           

　
八
月
二
十
七
日
は
十
五
年
ご
と
の
火

星
大
接
近
の
日
、
で
も
今
年
は
約
六
万

年
ぶ
り
の
大
接
近
で
す
。 

　
大
接
近
と
い
っ
て
も
地
球
と
の
距
離

が
約
五
千
五
百
万
㌔
と
気
の
遠
く
な
る

距
離
で
、
火
星
の
様
子
を
見
る
に
は
望

遠
鏡
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
望
遠
鏡
で
眺
め
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
見

た
こ
と
が
な
い
大
き
さ
で
火
星
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
夏
、
昔
か
ら
火
星
人
伝
説
な
ど

で
身
近
な
天
体
火
星
を
見
て
み
る
の
も

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
（
Ｗ
） 

  

　
小
桜
郵
便
局
（
綿
引
勝
茂
局
長
）
で
こ
の
ほ

ど
平
成
十
五
年
用
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
の

一
等
が
出
ま
し
た
。
当
選
し
た
の
は
小
桜
郵
便

局
勤
務
の
鯨
岡
在
住
の
関
ま
ち
子
さ
ん
で
す
。 

　
綿
引
局
長
は
「
小
桜
郵
便
局
で
一
等
が
出
た

の
は
私
が
局
長
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
し
か
も
、
当
選
し
た
は
が
き
は
関
さ

ん
が
こ
こ
で
販
売
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
驚
き

で
す
」
と
喜
び
の
声
。
関
さ
ん
は
一
等
の
賞
品

の
中
か
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
選
び
「
職
場
で

は
情
報
関
係
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
た
め
の
勉
強
に
役
立
て
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

　
七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
二
日
間
、
毎

年
恒
例
の
柿
岡
の
八
坂
神
社
祇
園
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
館
の
諏
訪
神
社
の
獅
子
と
荒
宿
の

八
幡
神
社
の
さ
さ
ら
が
柿
岡
商
店
街
を
練
り
歩

き
、
通
り
を
清
め
た
後
、
八
坂
神
社
で
神
輿
に

ご
神
体
を
入
れ
、
下
宿
に
あ
る
お
仮
屋
に
納
め

ま
し
た
。
二
日
目
は
獅
子
と
さ
さ
ら
が
通
り
を

清
め
た
後
、
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
神
輿
渡
御
は
、
下
宿
の
お
仮
屋
か
ら
館
、下
宿
、

内
宿
、
北
町
、
新
宿
、
仲
町
、
上
宿
、
西
町
、

荒
宿
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
人
が
神
輿
を

担
い
で
次
の
集
落
の
人
に
手
渡
す
も
の
で
す
。 

　
夕
方
か
ら
は
六
台
の
山
車
が
商
店
街
に
繰
り

出
し
、
祭
り
に
参
加
す
る
人
と
見
物
す
る
人
で

街
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

八
坂
神
社
祇
園
祭
今
年
も
に
ぎ
や
か
に 

　
七
月
二
十
日
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
「
こ

ん
の
ひ
と
み
出
前
ラ
イ
ブ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
は
、
二
児
の
母
で
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
を
し
て

お
り
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽

番
組
の
Ｖ
Ｊ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
会
場

に
は
約
百
三
十
人
が
集
ま
り
、
観
客
か
ら
集
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
ん
の
さ
ん
が
朗
読
し
た
り
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
と
て

も
よ
か
っ
た
」
「
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た

か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
同
ラ
イ
ブ
に
は
昨
年
行
わ
れ
た
大
沢
悠
里
を

よ
ぼ
う
会
（
高
橋
良
晴
会
長
）
主
催
に
よ
る
大

沢
悠
里
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
で
の
収
益
金
の

寄
付
の
一
部
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
の
出
前
ラ
イ
ブ
行
わ
れ
る 

お
年
玉
年
賀
は
が
き
で
一
等
当
選 

 

編
集
室 交通安全シンボルキャラクター 

「ストップくん」 
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●問い合わせ先　保健センター内　保健衛生課　TEL43－6655・茨城県動物指導センター　TEL0296－72－1200

9月20日から9月26日までは動物愛護週間です。 
この週間は広く国民の間に動物の愛護と動物の正しい飼い方についての関心と 
理解を深めていくことを目的としています。 
○動物を飼うときは、習性を良く理解し、終生責任を持って飼いましょう。 
○人と動物との調和のとれた豊かな環境づくりに心がけましょう。 
○動物をいたわり、小さな命を大切にしましょう。 

散歩させるときは、スコップやゴミ袋 
を持参して必ず『ふん』を持ち帰りま 
しょう。 
 
 

ご近所の方すべてが、犬・ねこの好きな方とは限りません。 
そんな方々からも理解の得られるよう、責任をもって飼いましょう。  
散歩のときも、引き綱は必ずつけましょう。  
   
■『鑑札・注射済票』は迷子札になりますので、必ず首輪などに装着しましょう。  
■散歩中、『ふん』をしたときは、必ず持ち帰りましょう。  
■子犬、子猫は里親を探しましょう。飼い主の責任で避妊・去勢手術を受けましょう。  
■むだぼえしないようにしつけましょう。飼っている場所を清潔に心がけましょう。  
■飼うなら責任をもって、他の人への迷惑をかけないよう正しく飼いましょう。 
　無責任な飼い方は犬・ねこを不幸にしてしまいます。  
 
 

大好きいばらき動物愛護フェスティバル2003開催 
　日時　　平成15年9月20日（土）午前10時～午後2時 
　会場　　茨城県動物指導センター 
　　　　　　笠間市日沢47　　　℡0296-72-1200 
　内容　　１動物の正しい飼い方パネル展示 
　　　　　２子犬の譲渡（予約制） 
　　　　　３動物なんでも相談 
　　　　　４動物しつけ方教室　他 
 

●発行／八郷町役場●編集／秘書広聴課・茨城県新治郡八郷町柿岡5680-1　TEL0299－43－1111（内線1343）FAX（43）6732 
八郷町のホームページ　http://www.town.yasato.ibaraki.jp　Ｅ-mail : info@town.yasato.ibaraki.jp　 
　　　　　　　　　　　i-mode版：http://www.town.yasato.ibaraki.jp/i/ 　Ｊ－SKY版：http://www.town.yasato.ibaraki.jp/j/　 
 

動物愛護週間 動物愛護週間 

飼い主は、回りに迷惑や危害を 
 　　　及ばさない心くばりとしつけが大切です。 
飼い主は、回りに迷惑や危害を 
 　　　及ばさない心くばりとしつけが大切です。 




